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（様式－１ 表紙） 
 

 １ 調査名称：田布施町都市計画道路網見直し調査業務委託 

 

 

 ２ 調査主体：田布施町 

 

 

 ３ 調査圏域：熊毛郡田布施町一円地内 

 

 

 ４ 調査期間：平成２４年度～平成２５年度 

 

 

 ５ 調 査 費：３，６７５千円 （当年度までの合計：６，２０９．７千円） 

        （総合都市交通体系調査） 

 

 

 ６ 調査概要： 

   本業務は、田布施町の現状や将来見通しに整合したまちづくりの実現に向け、全

町的な長期未着手都市計画道路の今後の方向性について、山口県が示す「都市計画

道路の見直し基本方針（H18.3）」に基づき検討するとともに、見直しの必要な路

線については都市計画変更手続きに向けた基礎資料の作成を行った。 

具体的には、地域特性を反映した「必要性の判断基準」を設定し、その基準をも

とに検討対象路線（区間）の必要性について評価した。 

また、廃止検討路線の見直し理由について整理するとともに、存続検討路線は各

路線の個別課題解消に向けた見直し方針を具体的に検討した。さらに、検討対象路

線見直しに係わる影響の検証も行った。 
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（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：田布施町都市計画道路網見直し調査業務委託 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

１．業務概要 

１．１ 業務の目的 

１．２ 業務内容 

１．３ 業務フロー 

 

２．都市計画道路の見直し方針の検討 

２．１ 見直し検討対象路線および区間の設定 

２．２ 全域的な都市計画道路見直しの方向性検討 

２．３ 「廃止検討路線」周辺の市街地状況等の整理 

２．４ 「廃止検討路線」の見直し理由の整理 

２．５ 「存続検討・見直し候補路線」の見直し方針の検討 

２．６ 検討対象路線見直しに係る影響の検証 

２．７ 見直し方針の策定 

 

３．関係機関協議の開催支援 

３．１ 協議資料 

３．２ 議事録 
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                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 田布施町役場建設課土木管理係 

 

 

 

田布施町都市交通計画策定調査検討会 

 

 

 株式会社 福山コンサルタント 西日本事業部 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 所 属 役職等 氏 名 

委 員 長 建設課 課 長 川添 俊樹 

副委員長 建設課 技 幹 鳥上 清史 

委 員 建設課 課長補佐 本城 嘉也 

委 員 建設課 主 任 増原 規美子 

委 員 総務課 課 長 東 浩二 

委 員 企画財政課 課 長 西本 重貴 

委 員 経済課 課 長 落合 祥二 

委 員 町民福祉課 課 長 河村 五男 

委 員 税務課 課 長 岡本 正 

委 員 健康保険課 課 長 猪股 勝美 

委 員 学校教育課 課 長 水田 貴之 

委 員 社会教育課 課 長 岡本 憲一 
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（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

「近年の人口の減少見通し、経済の低成長、市街地の拡大の収束等の社会経済状

況の変化を踏まえると、必要性が変化しつつある路線については見直しを行う必要

性が高まっている」(新・都市計画マニュアルⅡ-都市施設・公園緑地編-都市交通

施設 より抜粋)との全国的な認識の中、田布施町においてもその傾向は同様であ

り、現状や将来見通しに整合したまちづくりの実現が求められている。 

   本業務は、全町的な長期未着手都市計画道路の今後の方向性について、山口県

が示す「都市計画道路の見直し基本方針（H18.3）」に基づき検討するとともに、

見直しの必要な路線については都市計画変更手続きに向けた基礎資料の作成を行

うものである。 

 

２ 調査フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

２.都市計画道路網の見直し方針の検討 

⑤検討対象路線見直しに 
係る影響の検証 

・必要性の評価 
・見直しの方向性の整理 

・計画変更(車線数・幅構成) 

・線形･構造変更 
・代替路線への読み替え 

・既存道路の改良による対応 

・特殊街路への変更 
・廃止 

注)    ：与件 

・上位・関連計画 
・都市計画道路の 
見直し基本方針 
(山口県都画課) 

１.企画準備 

①全域的な都市計画道路 
見直しの方向性検討 

④存続検討路線の 
   見直し方針の検討 

必要性高 必要性低 

影響大の場合 

昨年度成果 
(平成 24 年度 
田布施町都市計画道路網 
見直し調査業務委託) 

廃止検討路線 存続検討路線 

③廃止検討路線の 
見直し理由の整理 

②廃止検討路線周辺の 
市街地状況等の整理 

３.関係機関協議の開催支援 

４.報告書作成 

⑥見直し方針策定 
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 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲検討対象地域（熊毛郡田布施町一円地内） 
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（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

田布施町内における都市計画道路の計画決定の経緯および整備進捗状況を以下に

示す。 

下表によると、全ての路線において当初決定から30年以上が経過しているが、「三

本松塩坪線」および「旭助政線」は既に整備済みのため、本業務で検討対象とする長

期未着手路線については、「三本松塩坪線」および「旭助政線」以外の都市計画道路

とする。また、長期未着手路線のうち未整備区間は約13kmで、都市計画道路総延長の

約6割を占める。 

交差点名 
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  ▼都市計画道路の計画決定の経緯および整備進歩状況

都市計画道路路線数 13

長期未着手路線数(30年以上) 11

比率 85%

都市計画道路総延長(km) 22.40

長期未着手路線の未整備延長(km) 13.04

比率 58%

■都市計画道路の長期未着手状況

NO 都計道名 交通機能※ 当初 経過 整備済み 概成済み 事業中 事業予定あり(未改良) 未改良(現道あり) 未改良(現道なし) 既定計画

決定年月日 年数 延長（km） 整備率（%） 延長（km） 整備率（%） 延長（km） 整備率（%） 延長（km） 整備率（%） 延長（km） 整備率（%） 延長（km） 整備率（%） 延長（km）

1 八海別府線 広域幹線道路 S49.1.25 38年 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 4.02 100% 0.00 0% 4.02

2 一本松米出線 都市内骨格道路 S49.1.25 38年 1.68 43% 1.18 30% 0.00 0% 1.04 27% 0.00 0% 0.00 0% 3.90

3 八和田定井手線 地域幹線道路 S49.1.25 38年 0.57 19% 0.00 0% 0.20 7% 0.55 19% 1.65 56% 0.00 0% 2.97

4 長名石鳥越線 都市内骨格道路 S49.1.25 38年 1.06 38% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.46 16% 1.28 46% 2.80

5 長合三宅線 地域幹線道路・都市内骨格道路 S49.1.25 38年 0.65 46% 0.45 32% 0.00 0% 0.00 0% 0.30 21% 0.00 0% 1.40

6 天神三宅線 地域幹線道路 S49.1.25 38年 0.12 10% 1.11 90% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 1.23

7 長名石西田布施線 － S49.4.16 37年 0.09 9% 0.23 22% 0.00 0% 0.53 50% 0.20 19% 0.00 0% 1.05

8 天神線 地域幹線道路 S49.1.25 38年 0.30 58% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.22 42% 0.00 0% 0.52

9 一本松定井手線 － S49.1.25 38年 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.24 33% 0.48 67% 0.72

10 三本松塩坪線 地域幹線道路・都市内骨格道路 S36.3.16 51年 1.08 100% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 1.08

12 旭助政線 － S49.1.25 38年 0.64 100% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.64

13 八王寺駒方線 － S36.3.16 51年 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.41 100% 0.41

14 御蔵戸上ゲ線 － S49.1.25 38年 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 0.00 0% 1.66 100% 1.66

合計(km) 6.19 28% 2.97 13% 0.20 1% 2.12 9% 7.09 32% 3.83 17% 22.40

※出典）田布施都市計画（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）」（H24.3／山口県） 2013.3.31現在

：整備済み路線
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全域的な都市計画道路見直しの方向性検討については、地域特性を踏まえた「都市計

画道路の必要性の判断基準」を設定し、次頁に示す手順にそって都市計画道路の見直し

の方向性について検討した。 

具体的な「必要性の評価基準」については、「都市計画の整合性」「需給バランス」「多

様な機能」「施工性」の観点から設定し、多面的な視点から都市計画道路の必要性を評

価した。 
 

▼必要性の評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の視点 存続必要性の判断基準（案）

・指定国道である

・主要・広域幹線道路として位置付けられる

上位・関連計画との整合性 ・都市計画区域マスタープランに重要路線としての位置付けがある

自動車交通需要への対応
・計画交通量が4000台/日以上である
　（4種1車線道路の日交通容量）

代替路線の有無（自動車）
・当該道路未整備時の将来断面混雑度が1.25以上となる
　（交通容量は推計QVを活用）

歩行系交通需要への対応 ・歩行者・自転車が150人・台/日以上である

・広域交通拠点や公共・公益拠点等への主要アクセスルートとして機能する

・バス路線に指定されている

歩行系ネットワークの連続性 ・小・中学校指定通学路において、歩道のネットワーク化に寄与する

・災害時の緊急輸送道路に指定されている

・消防活動困難区域の解消に寄与する

・延焼遮断帯不足エリアの解消に寄与する

・準防火地域に位置する

ライフラインの収容等のための必要性 ・公共下水道整備計画等に位置付けられている

土地利用・面整備等との整合性
・土地区画整理事業など、当該道路整備を前提とした土地利用となっている
※事業化見込みの不透明な計画の場合は評価しない

・文化財保護法や条例に基づく指定文化財等の改変を伴わない

・実現性の高い道路計画である

都市構造の主軸形成
（ネットワークの連続性）

アクセス機能の確保

(Step2)
需給バランス

(Step1)
都市計画の
整合性

施工性
(Step4)
施工性等

(Step3)
多様な機能

防災ネットワークの形成、
延焼防止のための必要性
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検討対象路線（区間）の見直しの方向性（存続、見直し、廃止）については、以下の

手順にそって検討した。 

 

▼見直しの方向性検討手順 

検討手順 概  要 

SStteepp..11  （都市計画の整合性からみた評価） 
・上位計画である市総合計画、都市計画マス
タープラン、関連計画である都市計画区域
マスタープラン、都市交通体系調査に重要
な路線として位置づけられる路線について
は「存続」とする。 

・また、国土レベルの幹線道路網を構成する
指定国道や都市の骨格を形成する路線等に
ついても「存続」とする。 

 

SStteepp..22  (交通需要からみた評価) 
・自動車や歩行者・自転車交通需要の多少に
より、「存続・見直し・廃止検討」のいずれ
かについて判断する。 

※自動車交通需要については、４種１車線道
路の交通容量 4000 台/日を基準に判断（設
計基準交通量の算定方法に基づき試算。１
車線道路の幅員を 4.5ｍ（3.5～5.5ｍの中
間値）と仮定） 

※歩行者・自転車交通需要については、 
需要大：歩行者+自転車 600 人・台/日以上 
需要中：歩行者+自転車 150 人・台/日以上 
を基準に判断（補助事業採択基準より） 

SStteepp..33  (その他の多様な機能からみた評価) 
・Step2 で「見直し・廃止検討」となった路
線を対象に、広域交通拠点等へのアクセス
機能や歩行系ネットワークの形成、防災、
環境保全、景観形成、土地利用との整合等
の観点からみた必要性について検証する。 

 
 
 
 
 
 

SStteepp..44  (施工性からみた評価) 
・Step1～3 で「存続・見直し検討」となった
路線を対象に、歴史・文化遺産への影響や
道路計画としての実現性、市街地形成への
影響（良好な街並形成の阻害、市街化抑制・
静穏エリアへの影響）等の観点から既計画
の妥当性について再検証する。 

 
 
 

注）「見直し候補」とは、機能的には存続する必要があるが、「現道活用」や「横断構成の変更」の視点から計画を縮小

検討する路線 

 

計画交通量 

4000 台/日以上 

 

断面混雑度 

1.25 以上 

ナシ アリ ナシ 

影響ナシ 

 

影響アリ 

アリ 

廃止候補 存続候補 

・アクセス機能の確保 

・歩行系ネットワークの連続性の確保 

・防災の観点からの必要性 

・環境・景観等の観点からの必要性 

・土地利用・面整備との整合 

見直し候補 

上位計画 

関連計画 

存続検討 

位置付け 
ナシ 

位置付けアリ 

存続 

 

  

需要中 

自動車交通需要 

計画交通量 

4000 台/日未満 

代替路線の有無 歩行系交通需要 

断面混雑度 

1.25 未満 

見直し検討 廃止検討 

需要小 

廃止検討 見直し検討 存続検討 

影響アリ 

・歴史・文化遺産へ影響 

・道路計画としての実現性 

・市街地形成への影響 

 

需要大 


